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腸部を実験 1 として，腸間膜付着側で聞き. 2mm間隔の亜連続切片とした。光顕的観察を行ない，全













(表 1 ) 
組織学的深遠度 m癌 sm癌 pm癌 ss , s癌 総数
例 数 4 47 13 22 86 
平均週齢 12w. 12w. 12w. 13w. 12w. 
合 ♀ 2 : 2 35: 1 4 : 9 12: 9 53 :31 
リンパ液胞浸潤 25% 79% 92% 95% 82% 
( 1/4 ) (37/47) (12/13) (19/20) (69/84) 
所属リンパ節 0/138 コ /40例 0/171 コ /33例 0/309 コ転移 /73例
軍曹襲終末部の cancer 74% (63/85) 
腫蕩および異型 severe atypia 24% (20/85) 
f哩 moderate atypia 2% (2/85) 
no atypism 0% (0/85) 
回盲部盲腸の腫 cancer 67% (56/84) 
療および異型性 severe atypia 12% (10/84) 
moderate atypia 3% (3/84) 
no atypism 18% (15/84) 
回盲部回腸腫蕩 cancer (cecum よりのInvasion 12% (9/79) 
を含む)
および異型性 severe atypia 29% (23/79) 
moderate atypia 39% (31/79) 






TEM による観察では，腺管の異型性がますにしたがい，細胞密度は高くなるが， Desmosome , 
Interdigitation 等の細胞間結合はますます粗となっていた。
〔総括〕





も， polypoid lesion のみならず， flat or plaque like lesion にも注目する必要があると考える。
なお，このラットは家族性に，若年性に，近位大腸に腺癌が発生することから，ヒトのcancer­
family syndrome に相当する実験動物モデルであると考えた。
? ?
論文の審査結果の要旨
本学の宮本が継代飼育する大腸癌好発系のWistar Furth 系ラットを試験開腹することにより，未
だ大腸癌としての症状を発現していない早期癌の診断を可能にした。その92例の組織マッピングと走
査型電子顕微鏡，透過型電子顕微鏡による観察から，この系のラット大腸癌は薬剤誘発癌とは異なり，
分岐傾向のない背の高い単管状の異型腺管(走査型電顕では巨大腺寓を呈する。)の集緩からなる平
盤状肥厚病変を経て，発生する事を形態学的に明らかにじた。
以上の研究は大腸癌の組織発生に関して新知見を加えたものと評価される。
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